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金木町長に 
田 中 勇 治氏再選 

金
木
町

議
補
選
に
無
投
票
で

加
 
藤
 
磐

氏
 
当
選
 

九
月
二
十
七
日
、
町
長
選
挙
と

同
時
に
告
示
さ
れ
た
町
議
会
補
欠

選
挙
に
加
藤
磐
氏
が
届
け
出
ま
し

た
が
、
他
に
立
候
補
者
が
な
く
無

投
票
で
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。
 

＠
職
業
 
農

業

⑥
最
終
学
校
 
北
海

道
酪
農
大
 

町
長
就
任
の
こ

挨
拶
 

金
木
町
長
 
田
 
中
 

勇
 
治
 

十
月
二
日
に
行
な
わ
れ
た
町
長

選
に
お
い
て
、
田
中
勇
治
氏
が
十

四
年
ぶ
り
の
二
期
連
続
当
選
を
果

た
し
ま
し
た
。
 

開
票
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。
 

当
選
 
田
中
勇
治
 
五
、
七
二
六

大
橋
忠
勝
 
二
、
三
三
五
 

町
民
の
皆
様
に
謹
ん
で
ご
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
。
 

こ
の
た
び
、
町
民
皆
様
の
力
強

い
ご
支
援
を
賜
り
引
き
続
き
、
町

長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

こ
の
四
年
間
、
町
活
性
化
を
図

る
た
め
、
経
済
の
低
成
長
下
に
あ

り
な
が
ら
も
積
極
財
政
を
基
本
方

針
に
掲
げ
、
芦
野
公
園
整
備
、
運

動
公
園
の
建
設
、
各
地
域
に
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
集
会
所
）
 

選
挙
当
日
の
有
権
者
数
 

九
、
八
六
一

投
票
者
数
 

八
、

一
O
九

有
効
投
票
 
八
、

〇
大

一

無
効
投
票
 
四

十
八

持
ち
帰
り
 

一
一

投
票
率
 

八
ニ
、
二
四
％
 
 の

建
設
、
生
活
道
路
の
整
備
、
ま

た
農
業
生
産
施
設
の
整
備
な
ど
に

取
り
組
み
、
順
調
に
進
展
を
続
け

て
ま
い
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
民
皆
様
の

ご
理
解
、
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
も
、
町
民
皆
様
の
尊

い
信
頼
に
こ
た
え
る
た
め
に
も
、
 

精
一
杯
頑
張
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
 

町
民
福
祉
の
充
実
を
基
礎
に
、
 
 住

む
人
が
生
活
を
楽
し
め
、
町
民

の
生
活
そ
の
も
の
が
向
上
す
る
よ

う
ク
健
康
で
豊
か
な
住
み
よ
い
町
ル

の
実
現
に
向
か
っ
て
、
ま
だ
ま
だ

課
題
は
あ
り
、
金
木
町
の
発
展
に

向
け
、
更
な
る
前
進
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

ど
う
か
、
今
後
と
も
町
民
皆
様

の
格
別
の
お
力
添
い
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。
 

(
 

(
 



田中町長からのお祝いの言葉 
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ふるさと万万き会設立総会 

首
都
圏
に
「
ふ
る
さ
と
か
な
ぎ
会
」
 
結
 
成
 

ノ
I
 

ノ
I・
 

力ンパーイ 

九
月
十
一
日
、
東
京
・
上
野
の
 

『精
養
軒
』
を
会
場
に
、
首
都
圏

で
活
躍
中
の
金
木
出
身
者
、
約
百

人
が
出
席
し
「
ふ
る
さ
と
か
な
ぎ

会
」
の
設
立
総
会
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
 

「
ふ
る
さ
と
か
な
ぎ
会
」
は
、
 

金
木
出
身
者
が
親
睦

・
交
流
を
深

め
、
故
郷
の
限
り
な
い
発
展
に
協

力
し
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
金

木
出
身
で
東
京
県
人
会
副
会
長
を

務
め
る
津
島
義
雄
さ
ん
ら
の
呼
び

か
け
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
 

総
会
に
は
、
金
木
町
か
ら
田
中

町
長
、
小
田
桐
町
議
会
議
長
ら
議
 
 員

も
駆
け
つ
け
田
中
町
長
は
、「
一

日
も
早
い
設
立
を
望
ん
で
い
ま
し

た
。
町
づ
く
り
に
会
員
の
皆
様
の

指
導
を
賜
り
た
い
。」
と
祝福
し
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
、
鍋
谷
欣
市
東

京
県
人
会
長
、
金
木
町
生
ま
れ
の

作
家
・
太
宰
治
の
長
女
、
津
島
園

子
さ
ん
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

会
場
で
は
、
参
加
者
ら
の
津
軽

弁
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
飛
び
交
う

中
、
終
始
和
や
か
な
設
立
総
会
と

な
り
、
町
と
会
の
メ
ン
バ
ー
の
紳

を
一
層
深
め
る
こ
と
を
確
認
。
 

役
員
の
選
出
に
よ
り
、
会
長
に

は
、
津
島
義
雄
、
副
会
長
に
は
、
 
 坂

本
勘
一
、
加
藤
一
治
、
ハ
ギ
ギ

志
雅
子
、
理
事
に
は
、
棟
方
昇
弘
、
 

田
中
憲
伸
、
藤
井
勉
『
 
三
浦寛
、
 

伊
藤
正
紀
、
高
杉
利
彦
、
加
藤
剛
、
 

津
島
晴
雄
、
奈
良
威
、
田
中
憲
雅
、
 

黒
川
弘
幸
、
六
波
羅
光
弘
、
荒
井

隆
、
長
尾
修
一
、
山
岸
平
昌
、
角

田
義
晃
、
工
藤
源
次
郎
、
丹
場
雄

治
、
監
事
に
は
、
花
田
叶
、
角
田

博
の
各
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

続
い
て
交
流
会
で
は
、
金
木
町

関
連
ビ
デ
オ
の
観
賞
を
し
な
が
ら

昔
話
し
や
近
況
報
告
に
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
し
た
。
 

会
長
津
島
義
雄
氏
 

発
足
の
あ
い
さ
つ
 

「
ふ
る
さ
と
か
な
ぎ
会
」
を
つ
く

る
と
い
う
お
話
し
が
あ
っ
た
時
は
、
 

た
だ
う
れ
し
く
な
り
、
わ
け
の
わ

か
ら
な
い
興
奮
を
し
て
い
ま
し
た
。
 

東
京
青
森
県
人
会
の
活
動
を
し

て
以
来
、
他
の
市
町
村
が
独
自
の

会
を
つ
く
り
、
盛
ん
に
な
っ
て
い

く
の
を
こ
の
目
で
見
て
き
た
自
分

板
に
と
っ
て
、
う
ら
や
ま
し
く
思
っ

靖
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
 一
も
二
も

欄
な
く
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
o
 

東
す
。
 

小
さ
い
頃
、
貧
し
い
家
庭
に
生

ま
れ
育
ち
、
楽
し
い
思
い
出
な
ど

探
そ
う
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
 
 そ

ん
な
も
の
は
と
っ
く
に
消
え
て

い
て
た
だ
懐
か
し
い
、
そ
し
て
妙

に
胸
が
か
き
た
て
ら
れ
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
と
は
、
そ

ん
な
あ
り
が
た
い
も
の
な
の
で
し

ょ
う
。
そ
し
て
ル
ふ
る
さ
と
の
あ

る
自
分
は
本
当
に
幸
せ
ガ
そ
ん
な

思
い
に
か
ら
れ
る
昨
今
で
す
。
 

あ
り
あ
ま
る
愛
情
を
く
れ
た
両

親
が
永
眠
す
る
ふ
る
さ
と
で
あ
り

ま
す
。
忘
れ
ら
れ
る
は
ず
が
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
ふ
る
さ
と
に
東
京

で
生
ま
れ
育
っ
た
子
供
、
孫
に
ど

う
し
て
ふ
る
さ
と
に
接
点
を
も
た

ら
そ
う
か
、
い
つ
も
そ
ん
な
事
を

考
え
て
い
ま
す
。
青
森
県
人
で
あ

る
こ
と
、
ふ
る
さ
と
が
金
木
で
あ

る
こ
と
に
い
つ
も
誇
り
に
持
っ
て

お
り
ま
す
。
 

私
達
が
ふ
る
さ
と
金
木
に
い
く

ら
か
で
も
何
ら
か
の
お
役
に
立
て

れ
ば
と
思
い
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
 

会
員
皆
様
と
良
く
相
談
し
て
立

派
な
会
に
な
る
よ
う
「
ふ
る
さ
と

金
木
」
 
のい
く
ら
か
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
精
進
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
 

ふ
る
さ
と
か
な
ぎ
会
総

会
 

会
場
」

一
階
桜
の
間
 

”
京
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p
輸
 
ふ
る
さ
と
を
離
れ
四
十
年
近
い
 

・浸
歳

月
が
流
れ
、
良
き
に
つ
け
悪
し
 

嬬

き
に
つ
け
忘
れ
ら
れ
な
い
金
木
で
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金
木
の
農
家
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
 

十
月
五
日
ー
七
日
、
神
奈
川
県

の
県
立
東
金
沢
高
校
の
二
学
年
百

六
十
九
名
が
、
金
木
町
の
農
家
四

十
四
軒
に
「農
業
体
験
修
学
旅
行
」
 

で
二
泊
三
日
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

行
な
い
ま
し
た
。
 

今
回
の
受
入
れ
は
、
 一
年
ほ
ど

前
に
学
校
側
か
ら
の
要
請
が
あ
り
、
 

受
入
れ
体
制
を
整
え
て
い
ま
し
た
。
 

特
に
、
 一
町
で
百
六
十
九
名
の
大

型
受
入
れ
は
県
内
で
は
初
め
て
の

ケ
ー
ス
で
す
。
 

入
村
式
で
は
、
中
谷
肇
さ
ん
が
、
 

受
入
れ
農
家
を
代
表
し
て
「
主
食

で
あ
る
米
が
ど
の
よ
う
に
生
産
さ

れ
て
い
る
の
か
体
験
し
て
下
さ
い
。
 

心
か
ら
歓
迎
し
て
い
ま
す
。」
と挨

拶
。
生
徒
代
表
の
小
原
高
志
君
は
 

「農
作
業
は
始
め
て
で
す
。
失
礼
 

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
ビ
シ

ビ
シ
指
導
し
て
下
さ
い
。」
と
述
べ

ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
生
徒
た
ち
は
ス
テ
イ

先
の
農
家
の
方
と
対
面
。
お
互
い

に
「
よ
ろ
し
く
」
と
挨
拶
を
交
し
、
 

各
受
け
入
れ
農
家
へ
」
T

四
人
の

グ
ル
ー
プ
に
別
か
れ
ま
し
た
。
 

修
学
旅
行
に
農
業
体
験
を
組
み

入
れ
た
「
農
業
体
験
修
学
旅
行
」
 

は
、
県
立
東
金
沢
高
校
生
徒
の
多

く
が
新
興
住
宅
地
や
、
工
業
団
地

の
埋
め
立
て
地
に
で
き
た
マ
ン
モ

ス
団
地
に
居
住
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
、
都
市
の
消
費
生
活
に
ひ

た
り
き
っ
て
い
る
生
徒
に
、
農
業

生
活

・
諸
作
業
・
生
産
者
と
の
ふ

れ
あ
い
を
通
し
て
、
少
し
で
も
生

産
者
と
し
て
の
農
家
の
実
情
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
、
行
な
わ
れ
た

も
の
で
す
。
 

写
真
は
、
あ
る
生
徒
三
人
の
十

月
五
日
か
ら
七
日
ま
で
の
 
「農
業

体
験
」
の
記
録
で
す
。
 

「仕事の後は一段とおいしい」 

私達が刈り取った稲とパチリ 麟繊簾 
初めての稲刈りは「とっても楽しい」 

「神
奈
川
県
立
東
金
沢
高
校
」
農
業
体
験
修
学
旅
行
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10月 7日三人そろって「お世 
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10月 6 日農家の方とは、 
最後の夜。 山ど一→ノk遥 

自分達の手作りのおにぎりでお昼 Aに二二二7 
涙の別れが・・・ 

広報かむぎ川川111111 …” 

  

   

2年10組 佐藤 江利 

農業体験を終えて 
農業体験を通して感じたことは、最近

では、農家も機械化されているといわれ
ます。 でも、人の手がなければ作業が進
まないことを知りました。そして、農作
業をしたことのない私達には、少しの作
業さえもとても重労働に感じましたo 

毎日、何気無く食べているお米ですが、 
これを機会にお米をつくることがどんな
に大変なことか、時々思い出すでしょう。 
農作業も楽しかったし、金木町へ来て

よかった． 

2年10組 中村 香 

農作業の体験学習 
修学旅行で農家のお宅に泊まると聞い

たとき、正直にいって 「なんでせっかく
の旅行なのに農家のお宅に泊まるんだろ
う」 と思いました。先生方は、『旅行から
帰って来たら 「行ってよかった、楽しか
った」って言うぞ」と、おっしゃっていま

したが、「気やすめだ」 と思っていました。 
それが、いきなり農家の方達に歓迎され
私達の不安が無駄だということが分かり
ました。 こんな楽しい修学旅行なら後輩
達にも体験させてあげたいです。 

2年10組 松本あゆみ 

農業体験ツアー 
この修学旅行を山発してから、農業体

験の事が気になり、気が重い状態でした。 
しかし、農業体験で『メリり取り」r脱穀」 

「精米』 等を体験させていただいたと同
時に、農家の人とのふれあいを通してこ
の旅は、何よりも想い出に残る楽しい二
泊三日の修学旅行となりました。 

そして、金木町のお米や私の嫌いな野
菜がおいしかったです。 

へ 
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平成六年度敬老大会 

いつまでも元気で 

れ
、
こ
の
日
集
ま
っ
た
お
年
寄
り
 
葛
西
 
つ
よ
 
（
更生
部
落
9
7歳
）
 

五
百
五
十
人
は
、
盛
大
な
拍
手
を
 
戸
崎
 
チ
ョ
 

（
湯
の
川
9
7歳
）
 

送
っ
て
い
ま
し
た
。
 

工
藤
福
太
郎
 

（
湯
の
川
9
6歳
）
 

※
顕
彰
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。
 
泉
谷
ヒ
ヤ
ク
 

（向
道
9
6歳
）
 

県
顕
彰
受
賞
者
 

秋
元
 
ハ
ル
 

（
新富
町
9
4歳
）
 

9
0歳
に
達
し
た
長
寿
者
 

津
田
 
ソ
ノ
 
（下
昭
和
町
9
4歳
）
 

天
坂
 
イ
ョ
 

（
湯
の
川
）
 
加
藤
 
ッ
ョ
 

（
若松
町
9
4歳
）
 

白
川
 
タ
子
 

（蒔
田
）
 
工
藤
喜
代
衛
 

（
湯
の
川
9
4歳
）
 

角
田
 
こ
と
 

（
小川
町
）
 
小
山
内
晴
夫
 
（
美

晴
町
9
3歳
）
 

白
川
 
ヒ
デ
 

（
湯
の
川
）
 
藤
元
 
ス
ミ
 

（
三
軒町
9
3歳
）
 

棟
方
お
り
よ
 

（
野崎
）
 
徳
田
 
ツ
セ
 
（
芦

野
町
9
3歳
）
 

藤
田
 
博
吉
 

（
湯
の
川
）
 
津
島
 
サ
ョ
 

（
米町
9
3歳
）
 

山
形
茂
之
進
 

（
栄
町
）
 山
中
 
ヤ
サ
 
（
下
鍛冶
町
9
3歳
）
 

木
村
 
み
せ
 

（
上古
町
）
 
上
森
 
マ
サ
 
（
昭

和
町
9
3歳
）
 

工
藤
 
サ
タ
 

（
上
小栗
崎
）
 
秋
元
 
ヤ
ョ
 

（
林下
9
2歳
）
 

工
藤
 
キ
ョ
 

（
神
明
町
）
 
棟
方
ヤ
サ
コ
 

（
野
崎
9
2歳
）
 

沢
田
 
し
な
 

（
見晴
町
）
 
石
戸
谷
ヤ
ス
 
（

神
明
町
9
2歳
）
 

み
せ
 

（
北新
町
）
 
黒
川
 
ソ
ネ
 

（
野
崎
9
2歳
）
 

キ
ワ
 

（
林
町
）
 
葛
西
 
キ
ワ
 

（
湯
の
川
9
2歳
）
 

い
ま
 

（
下
鍛冶
町
）
 
伊
藤
 
ソ
子
 
（
中
小栗
崎
9
2歳
）
 

イ
サ
 

（
蒔
田
）
 高
松
 
ち
亘
 

（
湯
の
川
9
1歳
）
 

津
島
辰
五
郎
 

（川
端
町
）
 
田
中
 
ミ
キ
 

（
若松
町
9
1歳
）
 

伊
藤
 
フ
テ
 
（
喜良
市
上
派
立
）
 
原
田
 
リ
ョ
 

（
上古
町
9
1歳
）
 

小
野
 
タ
ミ
 

（
湯
の
川
）
 
田
中
 
き
よ
 
（
南

新
町
9
1歳
）
 

鎌
田
 
稲
辰
 

（
新
誠
町
）
 
三
上
長
太
郎
 
（
上
小栗
崎
9
1歳
）
 

（
以
上
町
顕
彰
も
同
時
受
賞
）
 
米
塚
 
ト
ミ
 
（
新

富
町
9
1歳
）
 

阿
部
 
定
直
 

（
芦
野
町
9
1歳
）
 

長
年
に
わ
た
り
社
会
の
た
め
貢

献
さ
れ
た
方
々
の
長
寿
を
祝
し
、
 

こ
れ
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
本

大
会
を
契
機
に
明
る
く
健
や
か
な

老
後
を
築
く
こ
と
に
つ
と
め
る
誓

い
を
新
た
に
す
る
た
め
に
九
月
一

日
、
中
央
公
民
館
で
平
成
六
年
度

金
木
町
敬
老
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

大
会
で
は
、
長
年
社
会
の
た
め

に
貢
献
さ
れ
た
物
故
者

へ
の
黙
祷

を
し
、
県
顕
彰
状
、
町
顕
彰
状
の

贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
小
学
生
に
よ
る
作
文

朗
読
で
は
、
お
年
寄
り
は
嬉
し
そ

う
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
「
扇
謡
会
」
 
に
よる

手
踊
り
や
歌
謡
シ
ョ
ー
が
披
露
さ
 

九
十
歳
以
上
の
長
寿
者
3
5人
 

町
顕
彰
受
賞
者
 

9
0歳
以
上
の
長
寿
者
 

黒
川
 
ふ
に
 

（
後町
9
8歳
）
 

演
田
 
さ
き
（
嘉
瀬
下
派
立
9
7歳
）
 

山
形
茂
之
進
 

秋上山津徳藤
元森中島 田 元 

ヤマヤサ ツ ス
ョ・ササ ョ セ ミ 

（
昭和
町
9
3歳
）
 

（
芦野
町
9
3歳
）
 

徳津米田
田 田 谷中 
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サ
コ
 
（
芦
野
団
地
9
0歳
）
 

ト
メ
 

（
田
町
9
0歳
）
 

ョ
シ
 

（
湯
の
川
9
0歳
）
 

ハ
ル
 

（蒔
田
9
0歳
）
 

光
子
 

（
東
町
9
0歳
）
 

コ
ト
 

（
蒔
田
9
0歳
）
 

8
5歳
に
達
す
る
長
寿
者
 

工
藤
 
み
よ

田
村
 
忠
一

成
田
 
ミ
ワ

相
川
ト
ギ
エ

松
川
 
ミ
子

今
 

平
農

山
中
 
き
わ

松
川
 
イ
セ

小
笠
原
貞
之
助

溜
井
要
次
郎

吉
田
 
ト
セ

川
島
 
ヤ
ェ

藤
本
 
さ
や

白
川
 
ツ
サ

徳
田
菖
之
丈

白
川
オ
リ
ョ

米
谷
 
つ
な

白
川
 
マ
サ

桑
田
長
太
郎

今
 
ヤ
ェ

桑
田
 
ヤ
サ

中
山
 
ヤ
サ

村
田
 
リ
ョ

三
上
 
サ
ナ
 

（
北
本
町
）
 

（
新
富
町
）
 

（
三
軒
町
）
 

（
芦
野
町
）
 

（下
小
栗
崎
）
 

（
嘉
瀬中
派
立
）
 

（
中
小栗
崎
）
 

（
中小
栗
崎
）
 

（
三
軒町
）
 

（
上
山道
町
）
 

（
蒔
田
）
 

（
南
新
町
）
 

（
林
町
）
 

（
林下
）
 

（
金木
川
端
町
）
 

（
沢部
）
 

（
喜良
市
下
派
立
）
 

（
沢部
）
 

（
喜
良
市
上
派立
）
 

（
上
昭和
町
）
 

（
喜良
市
上
派
立
）
 

（
東
岩
見町
）
 

（
浦町
）
 

（
林
町
）
 

相秋藤藤
坂元元井 

中
村

川
ロ
 

笑

い
と
涙

の
 

作
 
文

朗
 

F
ー
ニ
ニ
プ
ー
セF一1

．ど
セ
ー
．

・二
，
，
ど
ハj
「
，
．
ど
‘
 

一」一
誌一
【
」
一

」】一
」
一
】

議
一＼」
芽「
一
一

）一
一
一

一「い
 

」
ミプ
、
ミど
』
ニ
プ
ー
、
一
．

ど
1

．・一
一
，
 

、
ニプ
、
」
‘
ど
、
一
ど
」
…・三
」ど
り
 

『
ニプ
、
一．・一
、F
え
？
‘

・一
一
」
一

F
え
 

(
 

（
上
小栗
崎
）
 

（
朝
日町
）
 

（
湯
の
川
）
 

（
後
町
）
 

（
中
山
道
町
）
 

（川
端
町
）
 

（
藤枝
）
 

（
新
誠
町
）
 

ハ
ナ
 

（
米
町
）
 

キ
ョ
 

（
東
岩
見町
）
 

・ k‘
と
、
 

（
若
松
町
）
 

ち
よ
 

（
米
町
）
 

原
田
ウ
チ
ョ
 

（
上中
柏
木
）
 

8
0歳
に
達
し
た
長
寿
者
夫
婦
 

（
吉
田
凄
 

（蒔
田
）
 

（
夏
坂
携

（
金木
神
明
町
）
 

『
薄
千稽

宙
倉
上宇
田
野）
 

（
桑
田長
鱗

（
喜良
市
上
派立
）
 

（
楼
庭
 
「
三
（
喜
良
市
南
本
町）
 

敬
老
大
会
終
了
後
に
お
亡
く
な

り
に
な
っ
た
方
々
に
対
し
ま
し
て

は
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
申
し
上
げ

ま
す
。
 

「
元
気
な
お
じ

い
ち
ゃ

ん

お
ば

あ
ち
ゃ

ん
」
 

金
木
小
学
校
四
年
生
 

長
 
内
 
美
粧
子
 

私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
七
十
才

で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
六
十
五
才

で
す
。
家
で
は
店
を
し
て
い
ま
す
。
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
だ
い
た
い
店

に
い
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
 

畑
仕
事
で
す
。
私
は
お
じ
い
ち
ゃ

ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
話
し
を
し

て
い
る
所
は
あ
ま
り
見
な
い
け
ど

仲
の
よ
い
二
人
だ
と
思
い
ま
す
。
 

そ
の
し
ょ
う
こ
に
、
今
も
二
人
で

野
菜
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
 

私
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
は
よ

く
お
し
ゃ
べ
り
を
し
ま
す
。
そ
の

な
い
よ
う
は
、
学
校
の
こ
と
や
友

達
の
こ
と
な
ど
で
す
。
私
が
か
っ
 
 て

に
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
と
、
に
こ

に
こ
わ
ら
っ
て
聞
い
て
く
れ
ま
す
。
 

で
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
は
こ
の

ご
ろ
、
あ
ま
り
話
し
を
し
て
い
ま

せ
ん
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
む
ロ

だ
し
、
私
と
生
活
時
間
も
ち
が
う

か
ら
で
す
。
小
さ
い
時
は
、
と
て

も
、
か
わ
い
が
っ
て
も
ら
っ
た
そ

う
で
す
。
 

う
れ
し
い
の
は
、
二
人
が
元
気

な
こ
と
で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は

今
も
店
に
で
て
い
る
し
、
ひ
ま
を

見
つ
け
て
ゴ

ー
人と
も
野
菜
作
り

に
一
生
け
ん
命
で
す
。
 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
作
っ
て
い
る

の
は
、
ナ
ス
と
米
ナ
ス
と
キ
ュ
ウ

リ
と
ト
マ
ト
と
ミ
ニ
ト
マ
ト
で
す
。
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
ネ
ギ
を
育
て
て

い
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
畑
以

外
に
庭
の
草
む
し
り
を
し
て
い
ま

す
。
天
気
の
よ
い
日
は
一
日
い
っ

ぱ
い
は
た
ら
い
て
い
ま
す
。
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
朝
早
く
や

夜
お
そ
く
ま
で
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

が
作
っ
た
野
菜
で
つ
け
物
を
つ
け

て
い
ま
す
。
お
そ
い
時
は
、
十
時
 
 ご

ろ
ま
で
つ
け
て
い
ま
す
。
こ
の

前
は
ナ
ス
の
つ
け
物
が
お
い
し
く

て
、
私
は
、
ロ
の
中
が
ま
っ
黒
に

な
る
く
ら
い
食
べ
ま
し
た
。
お
じ

い
ち
ゃ
ん
が
育
て
た
野
菜
で
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
つ
け
た
つ
け
物
が
家

族
の
み
ん
な
は
、
大
好
き
で
す
。
 

私
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
、
元
気
で
長
生
き
し

て
ほ
し
い
で
す
。
 

「
私

の
祖
母

」
 

嘉
瀬
小
学
校
五
年
生
 

今
 
歩
 
未
 

私
の
家
に
は
祖
母
が
い
ま
す
。
 

祖
母
は
七
十
才
だ
け
ど
、
も
の
す

ご
く
元
気
で
、
働
き
も
の
で
す
。
 

朝
は
い
つ
も
一
番
に
起
き
て
、
一
一

階
の
部
屋
の
そ
う
じ
を
ま
っ
先
に

し
て
い
ま
す
。
 

み
ん
な
で
出
か
け
る
時
も
、
祖

母
が

一
人
が
残
っ
て
、
洗
た
く
や

タ
飯
の
用
意
を
し
て
く
れ
ま
す
。
 

そ
れ
に
、
母
が
カ
ゼ
な
ど
で
休
ん

で
い
る
と
き
は
、
母
の
か
わ
り
に
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